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を盡（こと〴〵）く
殺（ころ）せり。一七
是（こゝ）に
於（おい）て
預（よ）
言（げん）
者（しや）イエレミヤの
言（い）ひし
事（こと）
應（かな）へり、
云（いは）く、一八ラマに
悲（かなし）み
哭（な）き
甚（はなはだ）しく
號（さけ）ぶ
聲（こゑ）は
聞（きこ）ゆ、ラヒリは
其（その）
子（こ）の
爲（ため）に
哭（な）きて、
慰（なぐさ）むるを
欲（ほつ）せず、
子（こ）の
無（な）きが
故（ゆゑ）なりと。一九イロドの
死（し）せし
後（のち）、
視（み）よ、
主（しゆ）の
使（つかひ）エギペトに
於（おい）て
夢（ゆめ）にイオシフに
現（あらは）れて二〇
曰（いは）く、
起（お）きて、
嬰（をさな）
兒（ご）と
其（その）
母（はゝ）とを
携（たずさ）へて、イズライリの
地（ち）に
往（ゆ）け、
蓋（けだし）
嬰（をさな）
兒（ご）の
生命（いのち）を
索（もと）むる
者（もの）は
死（し）せり。二一
彼（かれ）
起（お）きて、
嬰（をさな）
兒（ご）と
其（その）
母（はゝ）とを
携（たずさ）へて、イズライリの
地（ち）に
來（きた）れり。二二
惟（たゞ）アルヘライが
其（その）
父（ちゝ）、イロドに
繼（つ）ぎて、イウデヤに
王（わう）たりと
聞（き）きて、
彼（か）
處（しこ）に
往（ゆ）くことを
懼（おそ）れ、
乃（すなはち）
夢（ゆめ）の
中（うち）に
黙示（つげ）を
得（え）て、ガリレヤの
境（さかひ）に
往（ゆ）き、二三ナザレトと
名（な）づくる
邑（まち）に
來（きた）りて
此（こゝ）に
居（を）りたり、
諸（しよ）
預（よ）
言（げん）
者（しや）を
以（もつ）て、
彼（かれ）はナゾレイと
稱（とな）へられんと、
言（い）はれし
事（こと）に
應（かな）ふを
致（いた）す。


第三章

一
彼（か）の
日（ひ）
授（じゆ）
洗（せん）イオアン
來（きた）り、イウデヤの
野（の）に
於（おい）て
敎（をしへ）を
宣（の）べて二
曰（いは）く、
悔（くわい）
改（かい）せよ、
蓋（けだし）
天（てん）
國（こく）は
邇（ちか）づけり。三
此（こ）の
人（ひと）は、
乃（すなはち）
預（よ）
言（げん）
者（しや）イサイヤの
言（い）ひし
者（もの）なり、
曰（いは）く、
野（の）に
呼（よ）ぶ
者（もの）の
聲（こゑ）ありて
云（い）ふ、
主（しゅ）の
道（みち）を
備（そな）へ、
其（その）
径（こみち）を
直（なは）くせよと。四イオアンは
駱（らく）
駝（た）の
毛（け）
衣（ごろも）を
衣（き）、
腰（こし）に
皮（かれ）の
帶（おび）を
束（つか）ね、
蝗（いな）
蟲（ご）と
野（の）
蜜（みつ）とを
其（その）
食（しよく）とせり。五
當（その）
時（とき）イエルサリムと、
全（ぜん）イウデヤと、イオ
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